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§１．研究実施体制 
（１）「ハイスループット探索手法開発」グループ（物質・材料研究機構） 
①研究開発代表者：松田 翔一 （物質・材料研究機構 エネルギー・環境材料研究センター 電気化学スマー

トラボチーム チームリーダー） 
②研究項目 

・マルチチャネル電気化学測定セルの開発 
・ハイスループット電気化学測定装置の開発 

 
（２）「ハイスループット合成手法開発」グループ（物質・材料研究機構） 
①主たる共同研究者：坂牛 健 （物質・材料研究機構 エネルギー・環境材料研究センター 界面電気化学グ

ループ 主幹研究員） 
②研究項目 

・金属酸化物電極合成の基盤技術の確立 
・ハイスループット電極触媒合成測定装置の開発 

 
（３） 「実験自動化技術に適合したデータ科学手法開発」グループ（物質・材料研究機構） 
①主たる共同研究者：田村 亮 （物質・材料研究機構 マテリアル基盤研究センター データ駆動型アルゴリズ

ムチーム チームリーダー） 
②研究項目 

・機械学習を利用した電極触媒材料探索手法の開発 
・ハイスループット実験用アルゴリズムの開発 

 
（４）「新規合成手法開発」グループ（東北大学） 
①主たる共同研究者：岩瀬 和至 （東北大学 多元物質科学研究所 プロセスシステム工学研究部門 超臨界

ナノ工学研究分野） 
②研究項目 

・ハイスループット水熱合成に関する基盤技術の確立 
 
（５）「電析プロセス開発」グループ（京都大学） 
①主たる共同研究者：西岡 季穂 （京都大学 工学研究科 材料工学専攻材料機能学講座 助教） 
②研究項目 

・電析プロセスを用いた電極触媒開発に関する基盤技術の確立 
 
§２．研究開発成果の概要 
水電解性能評価のハイスループット化の実現に向けて、独自にマイクロプレート電気化学セルを構築した。中性

領域における酸素発生反応をターゲットとし、モデル実験系として、DSA を作用極として用い、LSV(linear 
sweep voltammogram)測定を実施した。LSV 測定については、マイクロプレート電気化学セル１プレートあた

り、40min 程度（scan rate = 1.0 mV/sec, scan range = 1.0 V 程度）で測定を実施することで、SG 目標であ

る 1000 sample/day の測定スループットを実現した。また、電極触媒材料合成手法の基盤技術確立に向け、

データ駆動型の材料探索を実施した。具体的には、11 種類の白金族元素を含まない汎用元素を選定し、これ



 

 

らの中から、元素 5 つを選択し、酸素発生触媒特性の最適化に取り組んだ。5 つの元素の選択、および組成を 
1:1:1:1:1 の比もしくは 1 つの元素のみ 0.5（例えば 1:1:1:1:0.5）とした組成を考え、2772 種類の候補を用

意した。その上で、第一に、全候補の中から無作為に選んだ 10 個の触媒候補について実験を実施し、電極

触媒活性データを収集し、学習データとした。この学習データを元に、ベイズ最適化によって、電極触媒候補の

中から有望な組成を選定した。その結果、全候補のおよそ 2％のみを実験するだけで電極触媒として有望な 5 
元系酸化物を発見することに成功し、データ駆動型の材料探索手法の水電解材料開発における有効性を実証

した。 
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